
 

 

障害者差別解消法の概要と 

合理的配慮のポイントについて 
 

 
    令和６年１月３１日（水） 

       川崎市健康福祉局障害保健福祉部障害計画課 
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※法改正により義務化されます。
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障害特性ごとの主な特徴について
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合理的配慮の提供の事例 
 

 
① 盲導犬を連れた客が来店したところ、他の客から犬アレルギーだという申し出があった。 
⇒双方に御了解いただいた上で、お互いが離れた位置になるよう配席を変更した。 

 
② 盲導犬と温泉施設へ来たが、入浴している間に盲導犬を待機させる場所はあるか。 
⇒浴室や脱衣所に盲導犬の待機場所はないので、入浴している間は事務室で預かることとした。 

 
 

① 食券制の飲食店で、呼ばれたらカウンターまで自分で取りに行く仕組みになっているが、呼ばれても分から
ない。 

⇒呼ばれても分からないという申し出があったので、身振りによって料理ができたことを伝えた。それでも気
付かなかったようなので、店員が座席まで配膳した。 

 
② 飲食店ではメニュー表への指差しで注文しているが、細かい希望を伝えることが難しい。 
⇒麺類を扱っているお店で、これまでは注文された麺類を出すだけだったが、筆談ボードを使うことによって

「固い麺か柔らかい麺か」、味付けについて「辛口か甘口か」などを店員が聞けるようになり、他の客と同じ
ように細かい注文にも対応できるようになった。 

 
 

視覚障害 

聴覚障害 
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① 店舗の出入口が押し引きして開けるドアのため、一人で出入りするのが難しい。 
⇒出入口に着いたところで電話をかけてもらい、店員がドアの開閉を行った。 
② 申し込み書類に自分で記入することができず、同行者もいないので、店員に代筆してほしい。 
⇒十分に本人の意向を確認したうえで、店員が代筆による記入を行った。この際、記入内容について後で見解

の相違が生じないように、複数の店員が立ち会った。 
 

 
① 人工呼吸器を使用しており、外出中はバッテリーで駆動しているので、もし可能であれば充電させてほしい。 
⇒飲食店で配席するときに、コンセントに近い場所へ案内し、コンセントを使用していただいても構わない旨

をお伝えした。 
 

② ホテルに宿泊したときに、大広間へ移動して食事をすることになっていたが、体調不良のため、なるべく移
動する機会を少なくしたい。 

⇒バイキング形式であったが、およそ一人前の料理を取り分けて客室まで運び、移動せずに食事できるように
した。 

 
※出典︓内閣府「障害者差別解消法【合理的配慮の提供等事例集】」 
＜https://www8.cao.go.jp/shougai/suishin/jirei/pdf/gouriteki̲jirei.pdf＞ 2023 年 10 月 25 日時点 

 
 

肢体不自由 

内部障害 
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https://www8.cao.go.jp/shougai/suishin/jirei/pdf/gouriteki


心のバリアフリー認定制度（参考） 
 観光庁では、バリアフリー対応や情報発信に積極的に取り組む姿勢のある観光施設を対象とした「観光施設に
おける心のバリアフリー認定制度」を創設しています。 

また、認定された観光施設には、観光庁が定める認定マークが交付されます。 
 
●対象施設 
  宿泊施設、飲食店、観光案内所、博物館 
 
●認定基準 ※以下の基準を「全て」満たす必要があります。 

①施設のバリアフリー性能を補完するための措置を３つ以上行い、ご高齢の方や障害のある方が施設を安全か
つ快適に利用できるような工夫を行っていること。 
例︓浴室内備品（シャワーチェア等）、発達障害者向けのパーテーションの貸出し 

車椅子の通行幅を確保するための机・椅子の配置、移動  等 
②バリアフリーに関する教育訓練を年に１回以上実施していること。 

  例︓障害を持った顧客へのコミュニケーションやサポートに関する外部研修に参加 
    観光庁の作成したマニュアルを活用し、社内勉強会を実施  等 

③ 自社のウェブサイト以外のウェブサイトで、施設のバリアに関する情報などのバリアフリー情報を積極的に
発信していること 

  例︓宿泊予約サイト、グルメ予約サイト、市町村ウェブサイト等にバリアフリー情報を掲載  等 
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＜心のバリアフリー認定制度に関するお問い合わせ先＞ 
●国土交通省 観光庁 参事官（産業競争力強化） 

観光施設における心のバリアフリー認定制度担当 
TEL︓03-5253-8111（内線︓27-308） 
Email︓hqt-kanko-bfnintei＠ki.mlit.go.jp 

 
 
 
・ホームページ 

https://www.mlit.go.jp/kankocho/shisaku/sangyou/innovation̲00001.html 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

申請方法等詳細につきましては、 
こちらのページに掲載されておりますので御確認ください。 

[観光庁ホームページ] 
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https://www.mlit.go.jp/kankocho/shisaku/sangyou/innovation_00001.html


 

 
ご清聴ありがとうございました。 

今後ともよろしくお願いいたします。 

 
●川崎市ホームページ 障害者差別解消法のページ 

https://www.city.kawasaki.jp/350/page/0000076080.html 
 
 

■お問合せ先■ 川崎市健康福祉局障害保健福祉部障害計画課 

電話︓044-200-2654 FAX︓044-200-3932 

メール︓40syokei@city.kawasaki.jp 

[川崎市ホームページ] 
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※本資料のP１からP３３は内閣府作成の資料を用いています。

https://www.city.kawasaki.jp/350/page/0000076080.html

